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観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
』

漢
字
字
体
に
つ
い
て

に
お
け
る
熟
語
に
用
い
ら
れ
る

田

村

夏

高己

目

次

一
、
は
じ
め
に

二
、
観
知
日
院
本
の
熟
語
の
漢
字
字
体

ー
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
の
性
質

2
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
の
位
置

三
、
観
智
院
本
と
図
書
寮
本
の
比
較

四
、
ま
と
め一

、
は

じ

め

『
類
東
名
義
抄
』
は
院
政
期
に
成
立
し
た
漢
和
辞
書
で
あ
り
、
原
撰
本
系
統
と
改
編
本
系
統
の
二
系
統
が
存
す
る
。
観
智
院
本
「
類
東
名

義
抄
」
は
、
改
編
本
系
統
に
属
す
る
唯
一
の
完
本
で
あ
り
、
仁
治
二
年
こ
二
四
二
、
建
長
三
年
ご
二
五
二
の
転
写
を
経
て
、
鎌
倉
時
代

中
期
頃
ま
で
に
更
に
転
写
し
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。
漢
字
字
体
に
つ
い
て
は
、
原
撰
本
系
統
の
図
書
寮
本
『
類
東
名
義
抄
』
に
記
さ
れ
た
出

典
文
献
名
を
手
が
か
り
と
し
て
、
出
典
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。



本
稿
で
は
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
実
際
の
漢
字
字
体
の
使
用
状
況
を
調
査
し
て
い
く
手
が
か
り
と
し
て
、
辞
書
に
お
け
る
熟
語
に

使
用
さ
れ
る
漢
字
字
体
の
性
質
を
、
辞
表
日
内
の
正
字
・
異
体
字
注
記
を
も
と
に
し
て
、
示
す
こ
と
と
す
る
。

辞
書
に
お
い
て
、
見
出
し
字
(
冒
頭
の
漢
字
)
や
、
そ
の
後
に
続
い
て
記
さ
れ
る
異
体
関
係
に
あ
る
字
(
同
音
同
義
だ
が
互
い
に
字
体
の
異
な

る
漢
字
)
は
、
一
定
の
音
や
意
味
を
も
っ
漢
字
の
複
数
の
字
体
を
、
知
識
と
し
て
記
録
に
残
す
た
め
に
収
集
さ
れ
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
熟
語
は
、
実
際
の
使
用
例
に
基
づ
く
、
当
時
の
辞
書
編
者
に
と
っ
て
な
じ
み
の
あ
る
字
体
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
こ
で
、
熟
語
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
字
体
は
、
同
じ
辞
書
内
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
性
質
の
字
体
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
調

べ
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
に
、
観
智
院
本
の
熟
語
の
漢
字
字
体
は
、
図
書
寮
本
で
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
比
較
す
る
。

二
、
観
智
院
本
の
熟
語
の
漢
字
字
体

ー
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
の
性
質

観
智
院
本
に
記
さ
れ
て
い
る
熟
語
の
中
で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
も
の
を
取
り
上
げ
る
。

①
熟
語
中
の
漢
字
が
省
略
せ
ず
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の

②
熟
語
中
の
漢
字
と
異
体
関
係
に
あ
る
漢
字
が
、
同
じ
用
例
中
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の

こ
の
条
件
か
ら
外
れ
る
次
の
よ
う
な
記
載
は
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
字
体
の
性
質
を
と
ら
え
る
た
め
の
用
例
と
し
て
は
扱
え
な
い
の

で
除
外
す
る
。
(
用
例
は
影
印
本
の
コ
ピ
ー
を
用
い
て
示
す
。
必
要
な
漢
字
と
熟
語
以
外
の
音
注
記
や
和
訓
等
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
:
・
で
記
す
。
た

だ
し
熟
語
に
付
さ
れ
た
和
訓
は
一
つ
の
み
記
す
。
熟
語
の
部
分
は
門

U
で
囲
み
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
字
体
と
同
じ
漢
字
に
は
l
線
を
付
す
。
)

(
例
)
「
節
」
字

(
観
、
僧
上
七
七
・
六

寄;

聞;

観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
お
け
る
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
字
体
に
つ
い
て

一
四
五



(
例
)
「
人
」
字

/，-11 

鎌

倉

時

1~ 

三五
日口

研

りb
7L 

一
四
六

(
熟
語
中
の
「
l
」
の
部
分
は
竹
冠
の
字
か
草
冠
の
字
か
特
定
で
き
な
い
)

(
観
、
仏
上
一
・
一
二
)

岡
山
凶
L

千
}

同
出
ヲ
/
J

「
人
」
と
異
体
関
係
に
あ
る
字
は
記
さ
れ
て
い
な
い

こ
の
よ
う
な
用
例
を
除
外
し
た
、
①
、
②
の
条
件
を
満
た
す
熟
語
の
用
例
は
、
五

O
四
例
見
出
さ
れ
た
。
こ
の
五

O
四
例
に
つ
い
て
、
熟

語
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
字
体
と
、
同
じ
用
例
中
の
単
字
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
漢
字
字
体
の
関
係
に
着
目
し
て
、
熟
語
の
記
載
方
法
の
次
の

三
種
類
に
分
類
し
た
。

A
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
は
、
同
じ
記
載
中
に
単
字
と
し
て
も
記
さ
れ
て
い
る
も
の

(
例
)
「
道
」
字

屯11

(
例
)
「
徒
」
字

金，
s

B 

熟

itえ
ら
れ
た
漢
字
は

千むl
i邑

(
例
)
「
幾
」
字

弘司、

(
観
、
仏
上
四
四
・

6
)

同
品
〉

J
L

一-オ

iJll 

(
観
、
仏
上
三
九
・

7
)

同
じ

記一一ー

苦|釦
に日BGI
記にでで」

さぞ'
れ v

て

な

も
の

(
観
、
僧
下
一

O
一・

1
)

島
内
偽
有
通
，

U

間;



(
例
)
「
佃
」
字

(
観
、
仏
上
回
0
・
7
)

一

L
P
n可
一

一
材
相
一

c、
そ
の
他
(
熟
語
を
構
成
す
る
各
々
の
漢
字
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
異
体
関
係
に
あ
る
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、

加
竹
五

y
・λ
h

一
つ
の
用
例
と
し
て
扱
え
な
い
も

の
。
ま
た
、
複
数
の
熟
語
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
字
体
を
用
い
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の
等
。
)

紳|

例

珊

瑚

玉商|与

|主主
b 

扇
町
、
ヵ
ク
閣
閣
ワ
オ
ヅ
y

A
の
用
例
は
、
単
字
と
し
て
一
度
は
記
さ
れ
た
字
体
を
用
い
て
熟
語
を
記
す
と
い
う
記
載
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

B
の
用

例
は
、
単
字
と
し
て
記
さ
れ
て
い
な
い
字
体
を
用
い
て
熟
語
を
記
す
と
い
う
記
載
方
法
を
と
る
も
の
で
あ
る
。

C
の
用
例
は
、

A
、
B
に
は
分
類
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
用
例
数
を
表
1
に
示
す
。

(
例
)
「
額
」
字

強
伐

(
観
、
法
中
一
四
・

7
)

撤 1

~ 

|理i

ず，

S

・
・
支
捌

(
観
、
仏
下
本
二
二
・

3
)

雪11

中
に
複
数
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

一
つ
の
用
例

A
に
属
す
る
用
例
は
三
二
四
例
あ
り
、
全
用
例
の
六
四
・
三
%
を
占
め
て
お
り
最
も
多
い
。
現
代
に
お
け
る
漢
和
辞
書
に
お
い
て
は
、
熟

語
を
記
す
際
に
は
A
の
よ
う
に
単
字
と
し
て
掲
げ
た
字
体
の
一
つ
を
用
い
て
熟
語
を
記
す
の
が
普
通
で
あ
る
。

B
の
記
載
方
法
に
お
い
て
熟

語
は
、
単
に
熟
語
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
字
体
を
示
す
と
い
う
二
重
の
働
き
を
も
っ
て
い
る
。

C
の
記
載
方
法
は
、
熟
語
を
聞
に
お

い
て
複
数
の
漢
字
に
関
す
る
字
体
を
示
す
場
合
が
あ
る
た
め
、
記
載
内
容
が
複
雑
に
な
り
分
か
り
に
く
い
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
最
も
用
例
数
が
多
く
熟
語
の
性
質
が
と
ら
え
や
す
い
記
載
方
法
で
あ
る
A
に
つ
い
て
、
字
体
注
記
の
記
さ
れ
方
の
違
い

観
智
院
本
『
類
表
名
義
抄
』
に
お
け
る
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
字
体
に
つ
い
て

一
四
七



鎌

倉

時

イ℃

語

【表
1
】
熟
語
の
記
載
方
法

庶 仏 法 僧 J仁(』%I呈UlL ) 

118 102 
324 A 104 (64.3) 

39 59 
143 B 45 (28.4) 

20 
37 

C 12 5 ( 7.3) 

162 181 
504 

合計 161 (100) 研

四
J¥ 

究

に
着
目
し
て
、
次
の
二
種
類
に
下
位
分
類
を
行
っ
た
。

A
1
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
字
体
と
同
じ
字
体
に
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の

(
例
)
「
廻
」
字

盟主

~II 

(
例
)
「
米
」
字

衣
料|
兆

(
観
、
仏
上
五
一
・

4
)

μ乏|
直 ]11

(
観
、
法
下
二
九
・

6
)

国l



A
2
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
字
体
と
同
じ
字
体
に
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の

例例

す|互似|昼
字 . 字

(
観
、
仏
上
五
・

7
)

高
吃
支
Z

J
1
z勺

~II 

(
観
、
仏
中
二
四
・

7
)

団
団
ヒ
ナ
ザ
ー

A
1
は
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
字
体
注
記
の
種
類
が
直
接
分
か
る
も
の
で
あ
る
。

A
2
は
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
字
体
注

合

記
の
種
類
は
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
じ
記
載
中
に
あ
る
他
の
字
体
に
記
さ
れ
た
字
体
注
記
に
よ
り
、
間
接
的
に
熟
語
に
用

い
ら
れ
た
字
体
の
性
質
が
分
か
る
場
合
も
あ
る
。
用
例
数
を
表
2
に
示
す
。

A
1
は
一
二
三
例
(
三
八
・

O
%
)
で
あ
り
A
2
は
二

O
一
例
(
六
二
・

O
%
)
で
あ
っ
た
。

A
2
の
よ
う
に
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
字
体
と

同
じ
字
体
に
は
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
の
方
が
多
い
。
こ
れ
は
、
観
智
院
本
「
類
東
名
義
抄
』
と
い
う
辞
書
の
漢
字
字
体
の
記

載
方
法
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
全
て
の
字
体
に
字
体
注
記
を
記
す
と
い
う
方
針
は
と
ら
れ
て
お
ら
ず
、
一
方
の
漢
字
に
字
体
注
記
を
記
す

こ
と
に
よ
り
、
他
方
の
漢
字
の
字
体
の
性
質
も
推
測
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
記
載
方
法
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
仏
、
法
、
僧
の
巻

で
は
、
僧
の
巻
に
お
い
て

A
1
の
用
例
の
割
合
の
方
が
A
2
よ
り
も
高
い
。
こ
れ
は
、
僧
の
巻
に
お
い
て
は
、
全
て
の
字
体
に
字
体
注
記
を

記
す
と
い
う
記
載
方
法
が
多
く
見
ら
れ
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

B
に
属
す
る
用
例
に
つ
い
て
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
漢
字
の
性
質
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
正
字
か
、
正
字

以
外
の
異
体
字
か
に
着
目
し
て
下
位
分
類
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

A
1
に
つ
い
て
は
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
が
正
字
で
あ
る
も
の
と

異
体
字
で
あ
る
も
の
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
た
。
ま
た
A
2
に
つ
い
て
は
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
が
正
字
で
あ
る
も
の
と
異
体
字
で
あ

さ
ら
に
、

A
1
、
A
2
、

観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
お
け
る
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
字
体
に
つ
い
て

一
四
九



鎌

倉

時

代

三五
日日

研

究

五
O 

【表
2
】
字
体
注
記
の
有
無

除ぞ (仏%) (法%) (僧%) 合(%計) 

A1 28 36 59 123 
(26.9) (30.5) (57.8) (38.0) 

A 

A2 76 82 43 201 
(73.1) (69.5) (42.2) (62.0) 

合計
104 118 102 324 
(100) (100) (100) (100) 

る
も
の
と
正
字
か
異
体
字
か
不
明
な
も
の
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
た
。

B
に
つ
い
て
は
、

A
2
と
同
様
に
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
が
正

字
で
あ
る
も
の
と
異
体
字
で
あ
る
も
の
と
正
字
か
異
体
字
か
不
明
な
も
の
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
た
。
以
下
に
用
例
を
示
す
。

A
1
正
、
「
正
」
と
い
う
字
体
注
記
を
伴
う
正
字
で
あ
る
も
の

(
例
)
「
孟
」
字

(
観
、
僧
中
一
五
・

4
)

ム
孟
ぇ

A

画|



A
1
異
、
「
俗
」
「
通
」
等
の
「
正
」
以
外
の
字
体
注
記
を
伴
う
異
体
字
で
あ
る
も
の

(
例
)
「
流
」
字

(
観
、
法
上
三
九
・
六
)

係

拡

一

ふ

同

凶

bf

A
2
正
、
字
体
注
記
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
正
字
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
も
の

減ム

j花|
ふ:

え
士
官

両
団
ι庁
オ
汽

A
2
異
、
字
体
注
記
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
異
体
字
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
も
の

例

為¥¥~ 
字

(
観
、
法
下
六
五
・
8
)

4

匂
吉
一
凡
さ

(
例
)
「
闘
」
字

(
観
、
法
下
八
三
・
1
)

削
岡
幽
下
7
2

A
2
不
明
、
字
体
注
記
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
字
か
異
体
字
か
不
明
な
も
の

勾
什
川
d

五

会
H
f百
円
且

(
例
)
「
精
」
字

(
観
、
法
下
二
九
・
8
)

置
叶
南
品
川
よ
子

B
正
、
字
体
注
記
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
正
字
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
も
の

(
例
)
「
塊
」
字

(
観
、
僧
下
四
七
・
8
)

観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
に
お
け
る
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
字
体
に
つ
い
て

五



鎌

倉

時

代

三五
ロ口

研

行h

7L 

一五

調
幽

B
異
、
字
体
注
記
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
異
体
字
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
も
の

タ
ゲ
-
心
L

亀
~ 

(
例
)
「
麗
」
字

(
観
、
法
下
一
一
一
・

8
)

泉
一
法
一
東
ふ

2

閣
剛
一
ト
ワ
山

4
V

B
不
明
、
字
体
注
記
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
字
か
異
体
字
か
不
明
な
も
の

(
例
)
「
縦
」
字

(
観
、
法
中
一
三
四
・

3
)

一宜主

A
1
異
は
、
何
ら
か
の
字
体
注
記
が
付
さ
れ
た
漢
字
が
熟
語
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
熟
語
の
字
体
が
正
字
な
の
か
異
体
字
な
の

か
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

A
2
正
と

B
正
は
、
他
の
字
体
に
「
俗
」
等
の
異
体
字
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
熟
語
に

用
い
ら
れ
た
字
体
が
正
字
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

A
2
異
と

B
異
は
、
他
の
字
体
に
「
正
」
と
い
う
正
字
注
記
が
記
さ
れ
て

機

A
1
正、

い
る
こ
と
よ
り
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
字
体
が
異
体
字
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

A
1
の
用
例
数
を
表
3
に、

A
2
の
用

例
数
を
表
4
に、

B
の
用
例
数
を
表
5
に
示
す
。

表
3
に
示
し
た
よ
う
に
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
字
体
と
同
じ
漢
字
に
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の

(
A
1
)
の
中
で
は
、
正
字
で
あ
る
も

の
が
四
六
例
(
三
七
・
四
%
)

で
あ
り
、
異
体
字
で
あ
る
も
の
が
七
七
例
(
六
一
了
六
%
)

で
あ
っ
た
。
熟
語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
漢
字
は
、
異

体
字
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

表
4
に
示
し
た
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
字
体
と
同
じ
漢
字
に
字
体
注
記
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
(
A
2
)
の
中
で
は
、
正
字
で
あ
る
と
推



【表
3

】

A
l
の
熟
語
の
漢
字
の
性
質

除ぞ 仏 法 {自 J仁(包1%圭uL) t 

A 
21 

46 1 12 13 (37.4) 
正

A 
A 

38 1 16 23 (62.6) 
異

59 合計 28 36 (100) 

【表
5

】

B
の
熟
語
の
漢
字
の
性
質

除ぞ 仏 法 f首 合(%計) 

B 
3 8 13 

正
2 

( 9.1) 

B 
14 27 

51 B 
異

10 (35.7) 

B 
24 79 

不 33 22 (55.2) 
明

39 59 
143 合計 45 (100) 

【
表
4】

A
2
の
熟
語
の
漢
字
の
性
質

l主ぞ 仏 法 {曽 合(%計tI 

A 
14 

74 2 33 27 (36.8) 
正

A A 
17 85 2 26 42 (42.3) 2 

異

A 
42 2 

17 13 12 (20.9) 不
明

合計 76 I 82 43 
(100) I 

観
知
日
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
お
け
る
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
字
体
に
つ
い
て

一
五
三



鎌

倉

時

代

三五
日口

研
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一
五
四

測
で
き
る
も
の
が
七
四
例
(
三
六
・
八
%
)
で
あ
り
、
異
体
字
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
も
の
が
八
五
例
(
四
二
・
三
%
)

で
あ
っ
た
。
異
体
字
で

あ
る
と
推
測
で
き
る
も
の
の
方
が
や
や
多
く
見
ら
れ
る
。

表
5
に
示
し
た
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
字
体
は
同
じ
用
例
中
に
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の

(B)
の
中
で
は
、
正
字
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
も

で
あ
り
、
異
体
字
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
も
の
が
五
一
例
(
三
五
・
七
%
)
で
あ
っ
た
。
異
体
字
で
あ
る
と
推
測

の
が
一
三
例
(
九
・
一
%
)

で
き
る
も
の
の
方
が
多
く
見
ら
れ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
五

O
四
例
の
用
例
に
つ
い
て
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
字
体
が
正
字
か
異
体
字
か
に
注
目
し
て
全
体
を
ま
と
め
て
分
類

す
る
と
、
次
の
表
6
の
よ
う
に
な
る
。

【表
6
】
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
の
性
質

分 類 用例数(%)

A1正 46( 9.1) 

正 A2正 74(14.7) 133(26.4) 

B 正 13( 2.6) 

A1異 77 (15.3) 

異 A2異 85(16.9) 213 (42.3) 

B 異 51(10.1) 

不
A2司司日 42( 8.3) 

121(24.0) 
明 B不明 79(15.7) 

畠そ C 37( 7.3) 37( 7.3) 

合 計 504(100) 

観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
』
の
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
は
、
異
体
字
で
あ
る
と
い
え
る
も
の
が
多
く
一
二
三
例
(
四
二
・
三
%
)
で
あ
り
、

正
字
で
あ
る
と
い
え
る
も
の
は
二
ニ
三
例
(
二
六
・
四
%
)
で
あ
っ
た
。
熟
語
と
し
て
具
体
的
に
漢
字
を
使
用
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の



は
、
異
体
字
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
字
体
で
あ
る
こ
と
が
多
い
と
い
え
る
。

こ
こ
で
異
体
字
注
記
の
種
類
を
調
べ
た
結
果
を
示
す
。

A
1
異
に
属
す
る
用
例
に
お
い
て
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
と
同
じ
漢
字
に
記

さ
れ
た
異
体
字
注
記
の
種
類
は
次
の
表
7
の
通
り
で
あ
る
。

【表
7
】
異
体
字
注
記
の
種
類

|訳 仏 法 {自 合(%計) 

14 7 32 
俗 11 (4l.5) 

19 
23 

J←K y 2 2 (29.9) 

3 10 
15 

通 2 (19.5) 

2 1 
4 

或 1 ( 5.2) 

2 
俗通 。2 。(2.6) 

1 
亦 。。

1 I ( 1 ~ 3) I 

16 I 23 38 77 合計 (100) 

「
俗
」
が
最
も
多
い
。
こ
れ
は
、
観
智
院
本
「
類
東
名
義
抄
」
の
全
体
を
通
し
て
「
俗
」
と
い
う
異
体
字
注
記
が
最
も
多
い
た
め
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
次
に
用
例
数
の
多
い
の
は
、
「
ム
己
で
あ
り
、
「
通
」
「
或
」
と
続
く
。
観
智
院
本
の
全
体
で
は
、
「
俗
」
に
続
い
て
用
例
数
が
多
い

の
は
「
或
」
で
あ
り
、
「
今
」
「
通
」
が
こ
れ
に
続
く
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
観
智
院
本
の
中
で
は
「
或
」
と
い
う
字
体
注
記
を
も
っ
漢
字
は
熟

語
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
比
較
的
少
な
い
と
い
え
る
。
「
或
」
と
い
う
字
体
注
記
は
も
と
も
と
経
典
の
異
本
に
見
ら
れ
る
字
体
を
記
す
際
に
用

い
る
注
記
で
あ
り
、
正
統
な
字
体
「
正
字
」
に
対
す
る
同
音
同
義
の
字
体
で
あ
る
異
体
字
を
表
す
注
記
「
俗
」
等
と
は
性
質
が
異
な
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
「
或
」
注
記
を
付
さ
れ
た
字
体
が
熟
語
を
記
す
際
に
あ
ま
り
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
か

と
思
わ
れ
る
。

観
智
院
本
「
類
衆
名
義
抄
』
に
お
け
る
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
字
体
に
つ
い
て

一
五
五
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2
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
の
位
置

熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
は
、
異
体
字
で
あ
る
場
合
が
多
い
が
正
字
の
場
合
も
見
ら
れ
る
。
同
じ
辞
書
の
中
で
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
不
統
一

な
の
か
。
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
正
字
と
異
体
字
に
は
何
か
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
の
か
、
ま
た
熟
語
に
用
い
ら
れ
な
い
正
字
と
異
体
字
に
は

共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
の
か
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
字
体
の
出
典
と
な
る
文
献
の
違
い
を
調
査
し
た
り
、
辞
書
以
外
の
書

写
資
料
に
お
け
る
字
体
の
使
用
状
況
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
」
と
い
う
辞
書
の
内
部
に
お
い
て
、

熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
に
何
か
共
通
点
が
見
出
せ
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
と
同
じ
字
体
の
記
さ
れ
る
位

置
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
と
し
た
。
熟
語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
字
体
が
同
じ
用
例
中
に
記
さ
れ
て
い
る
A
に
属
す
る
三
二
四
例
に
つ
い
て
、

次
の
二
種
類
に
分
類
を
行
っ
た
。

a
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
が
一
番
上
の
漢
字
と
同
じ
も
の

(
例
)
「
昔
」
字

広
司

(
例
)
「
吹
」
字

叶
へ

(
例
)
「
長
」
字

長|

(
観
、
仏
中
八
九
・

3

設
?
5

圏11

(
観
、
仏
中
四
九
・

7
)

領、合

同時戸し

(
観
、
仏
下
本
三
三
・

1
)

長…
J
T
J
え
え
J
臥
ふ

E
4「

ナ
リ



b
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
が
二
番
目
以
下
の
漢
字
と
同
じ
も
の

(
例
)
「
器
」
字

(
観
、
仏
中
四
五
・
8
)

可'τコv
f 
~ 

び
」
由
人
y

oJ官

何
炊
…

苦

閣|

(
例
)
「
等
」
字

(
観
、
僧
上
七
九
・

2
)

ーす
-r

寺
通

国¥¥

(
例
)
「
為
」
字

(
観
、
僧
下
七
九
・

5
)

為
創
刊
'u
半

、

休

閑

閣

与

え

弓

フ

y

a
に
属
す
る
用
例
は
「
昔
」
字
、
「
吹
」
字
、
「
長
」
字
の
よ
う
に
、
冒
頭
字
の
す
ぐ
下
に
音
注
記
や
和
訓
等
が
ま
と
め
て
記
さ
れ
(
・
:
の
省

略
部
分
)
、
そ
の
後
に
異
体
関
係
に
あ
る
漢
字
と
そ
の
字
体
注
記
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
に
冒
頭
の
字
体
を
用
い
た
熟
語
が
記
さ
れ
る
と

い
う
形
式
を
と
る
も
の
が
多
い
。
冒
頭
の
字
体
が
一
般
的
な
字
体
で
あ
り
熟
語
を
記
す
の
に
適
し
た
字
体
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
表
れ
て
お

り
、
正
字
か
異
体
字
か
に
関
わ
ら
ず
、
冒
頭
の
字
体
が
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

b
に
属
す
る
用
例
は
「
器
」
字
、
「
等
」
字
、

「
為
」
字
の
よ
う
に
、
冒
頭
の
字
体
に
対
し
て
二
番
目
以
下
に
記
さ
れ
た
熟
語
と
同
じ
字
体
は
、
画
数
の
少
な
い
略
字
で
あ
る
も
の
が
見
ら

れ
る
。
ま
た
「
等
」
字
、
「
為
」
字
の
よ
う
に
、
熟
語
と
同
じ
字
体
も
回
目
頭
の
字
に
続
い
て
記
さ
れ
、
そ
の
後
に
音
注
記
や
和
訓
等
が
記
さ
れ

る
と
い
う
形
式
の
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は

a
に
示
し
た
用
例
の
よ
う
に
、
音
注
記
や
和
訓
を
冒
頭
字
す
ぐ
下
に
記
す
と
い
う
形
式
と
は

異
な
っ
て
い
る
。
用
例
数
を
表
9
に
示
す
。

ぢ

a
の
方
が
多
く
二
三
九
例
(
七
三
・
八
%
)

で
あ
り
、

b
は
八
五
例
(
一
ヱ
ハ
・
二
%
)
で
あ
っ
た
。
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
は
、
用
例
中
の

観
知
日
院
本
『
類
家
名
義
抄
』
に
お
け
る
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
字
体
に
つ
い
て

一
五
七
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【表
8

】lぷ (仏%) 
法 僧

合(%計) (%) (%) 

a 86 90 63 239 
(82.7) (76.3) (6l.8) (73.8) 

b 18 28 39 85 
(17.3) (23.7) (38.2) (26.2) 

合計
104 118 102 324 
(100) (100) (100) (100) 

冒
頭
に
記
さ
れ
る
漢
字
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
」

記
す
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

の
内
部
で
は
、
用
例
の
回
目
頭
に
掲
げ
る
字
体
を
用
い
て
熟
語
を

仏
、
法
、
僧
の
巻
別
で
は
、
僧
の
巻
に
お
い
て
比
較
的
b
の
用
例
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
(
三
八
・
二
%
)
。
僧
の
巻
で
は
、
複
数
の
異

体
関
係
に
あ
る
字
体
を
冒
頭
字
と
並
記
し
て
記
し
、
そ
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
字
体
注
記
を
並
記
す
る
と
い
う
記
載
形
式
が
他
の
巻
に
比
べ
て

(7) 

多
い
。
漢
字
字
体
の
記
載
形
式
の
違
い
が
熟
語
の
記
載
方
法
と
も
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

、
観
智
院
本
と
図
書
寮
本
の
比
較

観
智
院
本
に
記
さ
れ
て
い
る
熟
語
の
字
体
は
、
図
書
寮
本
系
統
の
辞
書
の
記
載
内
容
の
影
響
を
ど
の
程
度
受
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
図



書
寮
本
は
、
観
智
院
本
の
法
上
、
法
中
の
巻
に
あ
た
る
部
分
の
み
残
さ
れ
て
い
る
零
本
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
観
智
院
本
の
法
上
、
法
中
に

み
ら
れ
る
熟
語
を
含
む
用
例
一

O
一
例
に
対
し
て
、
図
書
寮
本
で
は
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
か
調
査
を
行
っ
た
。
(
こ
の
一

O
一
例
は
先
の

条
件
①
、
②
を
満
た
す
、
熟
語
が
省
略
せ
ず
に
記
さ
れ
て
お
り
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
字
体
と
異
体
関
係
に
あ
る
漢
字
が
同
じ
用
例
中
に
記
さ
れ
て
い
る

次
の
五
種
類
に
分
類
を
行
っ
た
。

も
の
で
あ
る
。
)
そ
の
結
果
、
同
じ
熟
語
が
記
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
字
体
は
一
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
着
目
し
て
、

ァ
、
図
書
寮
本
に
観
智
院
本
と
同
じ
熟
語
が
あ
り
、
同
じ
字
体
で
記
さ
れ
て
お
り
、
異
体
関
係
に
あ
る
同
じ
字
体
も
記
さ
れ
て
い
る
も
の

(
例
)
「
泣
」
字

一閣制凶

Z

E

-

j

 

一
同
凶
ァ
Z
J

ィ
、
図
書
寮
本
に
観
智
院
本
と
同
じ
熟
語
が
あ
り
、
同
じ
字
体
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
異
体
関
係
に
あ
る
字
体
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の

(
例
)
「
崎
」
字

(
観
、
法
上
二
・

5
)

出
古
代
陀

4

一必

セ・麦
E
-
u

(
図
、
七
・

7
)

(
観
、
法
上
一

O
七
・

3
)

一

ゥ
、
図
書
寮
本
に
観
智
院
本
と
同
じ
熟
語
が
あ
る
が
、
観
智
院
本
と
は
異
な
る
字
体
で
記
さ
れ
て
い
る
も
の

雪;圏;

一
四
三
・

2
)

~守

広司
J

F

一

~寺

図

観
智
院
本
『
類
衆
名
義
抄
』
に
お
け
る
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
字
体
に
つ
い
て

五
九



(
例
)
「
琉
」
字

鎌

倉

時

イ℃

三五
日口

研

究

一六
O

(
観
、
法
中
一
五
・

1
)

(
 

ェ
、
図
書
寮
本
に
観
智
院
本
と
同
じ
熟
語
が
あ
る
が
、
字
体
は
省
略
し
て
記
さ
れ
て
い
る
も
の

一
五
九
・

5
)

(
例
)
「
綿
」
字 現

~一一一~\

命持

Z帝
Ja. 

々
?
?
て
ノ

図

(
観
、
法
中
二
二
・

8
)

国圏;
長
治
J

(
図
、
三
二

0
・
6
)

ォ
、
図
書
寮
本
に
観
智
院
本
と
同
じ
熟
語
が
な
い
も
の

(
例
)
「
漢
」
字

〆戸ーーーーーー一一ーーー一ーー、、

圏

以
ロ
失

(
観
、
法
上
六
・

8
)

M
A
l
T
T
j
h
 

2哉

淡淡-一ふ

え
1
嫁
1

河
経
1

(
図
、
二
九
・
4
)

ァ
、
ィ
、

エ
は
、
図
書
寮
本
に
観
智
院
本
と
同
じ
熟
語
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
ァ
、
ィ
、
ウ
は
熟
語
の

漢
字
が
省
略
せ
ず
に
記
さ
れ
て
お
り
、
両
辞
書
の
記
載
を
比
較
す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
ァ
、
イ
は
両
辞
書
の
字
体
が
同
じ
で
あ

ウ



り
、
ウ
は
両
辞
書
の
字
体
が
異
な
っ
て
い
る
。

ァ
、
イ
の
う
ち
、

ア
は
図
書
寮
本
に
も
す
で
に
観
智
院
本
と
同
様
の
異
体
関
係
に
あ
る
漢
字

が
記
さ
れ
て
お
り
、

イ
は
図
書
寮
本
に
は
見
ら
れ
な
い
字
体
を
観
智
院
本
で
は
取
り
入
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
用
例
数
を
表
叩
に
示
す
。

【表
9

】

分類 用例数(%)

ア 13(12.9) 

イ 24(23.8) 

ウ 5( 4.9) 

ニE 38(37.6) 

オ 21 (20.8) 

合計 101(100) 

図
書
寮
本
と
観
智
院
本
と
に
同
じ
熟
語
が
省
略
せ
ず
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
(
ア
、
ィ
、
ウ
)
の
中
で
は
、
図
書
寮
本
と
同
じ
字
体
が
観
智

院
本
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
(
ア
、
イ
)
が
多
く
、
合
わ
せ
て
三
七
例
(
三
六
・
七
%
)
で
あ
る
。
異
な
る
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

は
五
例
(
四
・
九
%
)
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
観
智
院
本
の
熟
語
の
字
体
は
図
書
寮
本
に
記
さ
れ
て
い
る
字
体
と
一
致
す
る
場
合
が
多
い
。

図
書
寮
本
で
は
「
i
」
で
省
略
し
て
記
さ
れ
て
い
る
字
を
観
智
院
本
で
は
省
略
せ
ず
に
記
す
も
の
(
エ
)
は
三
八
例
(
三
七
・
六
%
)
で
あ
り

最
も
多
い
。
こ
の
う
ち
一
九
例
は
、
図
書
寮
本
に
一
種
類
の
字
体
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
省
略
さ
れ
た
字
体
が
伺
な
の
か
明
ら
か
に

で
き
る
。
一
九
例
中
二
ニ
例
の
図
書
寮
本
の
字
体
は
、
観
智
院
本
の
熟
語
の
字
体
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
こ
の
二
ニ
例
に
つ
い
て

も
、
観
智
院
本
は
図
書
寮
本
の
熟
語
と
同
じ
字
体
を
用
い
て
熟
語
を
記
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
ァ
、
イ
の
三
六
例
と
合
わ
せ
て
四
九
例

(一

O
一
例
中
四
八
・
五
%
)
は
両
辞
書
の
熟
語
の
字
体
は
同
じ
と
い
え
る
。
ま
た
、
一
九
例
中
六
例
は
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
の
字
体
は
異

な
っ
て
い
る
。
ウ
の
五
例
と
合
わ
せ
て
一
一
例
(
一

O
一
例
中
一

0
・
九
%
)
は
両
辞
書
の
熟
語
の
字
体
は
異
な
る
と
い
え
る
。

観
智
院
本
「
類
衆
名
義
抄
』
に
お
け
る
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
字
体
に
つ
い
て

一六



鎌

倉

時

代

語

研

りh
Yし

一六

四
、
ま

と

め

観
智
院
本
『
類
東
名
義
抄
」
に
お
い
て
五

O
四
例
の
熟
語
を
含
む
用
例
を
対
象
と
し
て
調
査
し
た
結
果
、
次
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

1
、
観
智
院
本
に
記
さ
れ
た
熟
語
を
含
む
用
例
五

O
四
例
の
中
で
、
字
体
注
記
か
ら
判
断
し
て
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
て
い
る
字
体
が
異
体
字

で
あ
る
場
合
が
四
二
・
三
%
あ
り
、
正
字
で
あ
る
場
合
が
二
六
・
四
%
で
あ
る
。
他
は
異
体
字
か
正
字
か
不
明
な
も
の
等
で
あ
る
。
熟
語

は
異
体
字
を
用
い
て
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

2
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
と
同
じ
漢
字
が
用
例
中
に
記
さ
れ
て
い
る
三
二
四
例
の
中
で
、
熟
語
の
字
体
が
記
さ
れ
る
位
置
は
、
用
例
の

冒
頭
で
あ
る
場
合
が
七
割
以
上
で
あ
る
。
熟
語
の
字
体
は
冒
頭
の
字
体
と
同
じ
字
体
を
用
い
て
記
す
と
い
う
方
針
が
う
か
が
え
る
。

3
、
図
書
寮
本
の
残
巻
と
対
応
す
る
箇
所
に
記
さ
れ
て
い
る
観
智
院
本
の
用
例
一

O
一
例
を
図
書
寮
本
と
比
較
す
る
と
、
図
書
寮
本
と
同
じ

字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
五
割
で
あ
り
、
図
書
寮
本
と
異
な
る
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
が
一
割
で
あ
る
。
他
は
比
較
が
不

可
能
な
も
の
で
あ
る
。
観
智
院
本
の
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
字
体
は
、
図
書
寮
本
系
の
辞
書
の
熟
語
の
字
体
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
。

今
後
、
熟
語
に
用
い
ら
れ
た
字
体
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め
に
、
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
」
の
漢
字
字
体
の
記
載
形
式
と
の

関
係
や
、
辞
書
以
外
の
書
写
資
料
に
お
け
る
漢
字
字
体
の
使
用
状
況
を
調
査
し
た
い
。

T注

『
類
緊
名
義
抄
』
(
正
宗
敦
夫
編
、
風
間
書
房
、

用
し
た
。

(
2
)

『
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
本
文
編
』
(
勉
誠
社
、
一
九
七
六
)
の
影
印
を
使
用
し
た
。

(
3
)

西
原
一
幸
「
図
書
察
本
『
類
緊
名
義
抄
』
所
引
の
『
干
禄
字
書
』
に
つ
い
て
」
(
金
城
国
文
六
三
、

一
九
五
五
)
、
「
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
類
家
名
義
抄
』
(
八
木
書
底
、

一
九
七
六
)
の
影
印
を
使

一
九
八
七
・
三
)
、
杉
本
つ
と
む
「
〈
異
体
字



研
究
〉
と
「
干
禄
字
書
』
」
(
早
稲
田
日
本
語
研
究
二
、
一
九
九
四
・
三
)
、
池
田
証
寿
「
図
書
察
本
類
緊
名
義
抄
と
干
禄
字
書
」
(
国
語
学
二
ハ
八
、

一
九
九
二
・
三
)
、
拙
稿
「
「
干
禄
字
書
』
と
観
智
院
本
「
類
爽
名
義
抄
』
の
比
較
|
|
図
雨
量
本
石
緊
名
義
抄
」
を
介
在
と
し
て
|
|
」
(
国
語
学
研
究
と
資

料
二
一
、
一
九
九
七
・
二
一
)
、
拙
稿
「
「
干
禄
字
書
』
と
観
智
院
本
『
類
家
名
義
抄
』
の
正
字
・
異
体
字
の
比
較
」
(
国
文
学
研
究
一
一
一
五
、
一
九

九
八
・
六
)
等
に
よ
り
、
漢
字
字
体
に
関
す
る
、
図
書
寮
本
、
観
智
院
本
「
類
緊
名
義
抄
』
の
出
典
に
つ
い
て
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

貞
苅
伊
徳
「
日
本
の
辞
典
」
(
『
漢
字
講
座
2

漢
字
研
究
の
歩
み
」
、
明
治
章
一
日
院
、
一
九
八
九
)
、
西
原
一
幸
「
改
編
本
系
『
類
緊
名
義
抄
」
・
『
龍
命

手
鑑
」
に
み
え
る
「
或
」
お
よ
び
「
或
作
」
の
字
体
注
記
に
つ
い
て
」
(
『
研
究
叢
書
三
二
日
本
語
論
究
2

古
典
日
本
語
と
辞
書
』
、
和
泉
書
院
、

一
九
九
二
)
、
拙
稿
「
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
」
と
『
龍
命
手
鑑
』
の
正
字
・
異
体
字
の
記
載
の
比
較
」
(
鎌
倉
時
代
語
研
究
二

O
、
一
九
九
七
・

五
)
、
拙
稿
「
観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
』
と
『
龍
合
手
鑑
』
に
お
け
る
漢
字
字
体
の
記
載
の
比
較
|
|
異
体
字
が
連
続
し
て
記
さ
れ
る
形
式
に
つ
い
て
|
|
」
(
早

稲
田
日
本
語
研
究
六
、
一
九
九
八
二
二
)
等
に
よ
り
、
図
書
寮
本
に
は
見
ら
れ
な
い
、
観
智
院
本
の
漢
字
字
体
に
つ
い
て
、
出
典
研
究
が
行
わ
れ
て

いマ。。

(
4
)

国
語
学
会
平
成
十
年
度
春
期
大
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
観
智
院
本
「
類
爽
名
義
抄
』
に
お
け
る
漢
字
字
体
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
」
に
よ
り
、

法
下
、
僧
上
、
僧
中
、
僧
下
の
巻
で
は
、
全
て
の
漢
字
に
字
体
注
記
を
記
す
用
例
が
比
較
的
多
い
こ
と
を
示
し
た
。

(
5
)

注
4
の
口
頭
発
表
に
よ
る
。

(6)

山
本
秀
人
・
原
卓
志
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
引
用
の
態
度
に
つ
い
て
」
(
鎌
倉
時
代
語
研
究
六
、
一
九
八
三
・
五
)
、

西
原
一
幸
「
改
編
本
系
『
類
衆
名
義
抄
』
・
『
龍
命
手
鑑
」
に
み
え
る
「
或
」
お
よ
び
「
或
作
」
の
字
体
注
記
に
つ
い
て
」
(
「
研
究
叢
書
二
二

本
語
論
究
2

古
典
日
本
語
と
辞
書
』
、
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
)
に
よ
る
。

(7)

注
4
の
口
頭
発
表
に
よ
る
。

日

観
智
院
本
「
類
衆
名
義
抄
』
に
お
け
る
熟
語
に
用
い
ら
れ
る
漢
字
字
体
に
つ
い
て

一」

ノ、


